
（ 4年 4月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

61 142
111 106

85 114
109 101

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

61 167

111 96

29 138

70 99

51 105

174 94

71 92

137 86

68 111

135 102

32 105

157 102

69 151

116 105

104 103

78 92

82 121

9000 67

98 109

205 99

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,105,140 774,387 1,879,527 323,748,684

加工野菜 9,540 2,854 12,394 1,481,339

花き

その他

冷凍食品

計 1,114,680 777,241 1,891,921 325,230,023

一般果実 109,857 870,750 980,607 78,894,146

加工果実 30,626 30,626

その他

冷凍食品

計 109,857 901,376 1,011,233 78,894,146

1,224,537 1,678,617 2,903,154 404,124,169

110

104

218

344

256

入荷数量

4月に入り春作の露地野菜を中心に入荷が回復してきた品目が増えてきたものの、大根、人参、キャベツ、ホウレンソウなどは
出遅れの影響が大きく、相場変動の激しさも加わり入荷減少に繋った。果菜類についても月の中旬を除いて入荷量は不安
定な状態であった。玉葱については依然として入荷は回復せず不足感のつよい状態がつづいた。全体入荷量は1.891トン
（前年比６１％、）価格については前年の安値基調からの回復と、玉葱をはじめとする土物類の価格堅調が加わり２８７㎏／円
（前年比142％）

2871,891

130

野
菜

56

果

サンふじ

いちご

きゅうり

国内果実の主要品目がいちご・りんごでした。いちごは数量増・単価安の販売でりんごは数量減・単価高の販売であった。ハ
ウス栽培の商品も4月中旬以降販売が始まった。外果の方はトップシーズンとなり、バナナ・オレンジ・キウイを軸とした販売で
あった。円安の影響もあり、売価の方が例年と比べ高くなっている。

高知入荷　３～４月は前倒しな出方で安定的であったが、中下旬にかけて曇天もあ
り花芽着かなく入荷減少。業務加工も低迷し量販中心の販売であったため単価もや
や弱めになった。

キャベツ

348

市  況  の  概  要

入荷数量

1,012

千葉・鹿児島県産の販売。天候不順・今年度作の生育不良もあり出荷数量増えず
高値安定。下旬に高値疲れ起こすも連休需要で引き合い強まり上げ相場で終了。

だいこん

主 要 品 目 市  況  の  概  要

種類

果
実

野

菜

122

78

160

高知、群馬中心入荷　群馬日照不足、低温により出荷量は多くない状況。高知中旬
まで安定した出荷であったが下旬曇天続きで出荷量減少し例年より高値に推移し
た。また、重油高騰により焚き控えも影響した。

愛知県産の販売。天候不順の影響受け出荷数量不安定。品質不良もあり入荷制
限。月を通して高値安定。

なす

オレンジ

 種       類

4月の上・中旬に4番果ピークとなった。数量増・単価安で推移した。気温の
上昇とともに傷みも発生し品質があまり良くなかった。

とまと

実

甘夏
サンフルーツ

すいか

計

11

買付

349120

276

4月中旬まで気温があまり上がらず厳しい販売となったが、徐々に増加傾向
になった。L中心の販売の為、単価高で推移。

岐阜県、愛知県産の入荷　４月中旬まで最低気温が例年より下回り玉の肥大が進まなかった。又着色遅れも
加わり入荷量は前年を下回った。販売主力の２０玉等の大玉入荷比率がかなり少なかったため他産地、系統
外からの集荷。半面、天候不良による入荷数量の不安定感、売価設定面も絡み２８玉以下の小玉の販売苦
戦が続いた。

1,037

41164
青森県産の入荷。小玉果中心に順調な販売。貯蔵量も少なく出荷量は減少
したが品質は良好だった為、高値で推移した。

数  量 （ｋｇ） 金額（円）

353

125
昨年からの円安の影響が大きく、単価高となった。前月よりも気温が上昇し、
販売数を大きく伸ばした。

前年は前進出荷で10日ほど早い販売であったが、本年は平年並みの販売で
あった。大玉の3L・2L中心の販売。 18

562,254,580

262,861,776

364,950,988

13,335,962

286,056,842

13,335,962

260,424,162

野
 
 

菜

3,918,9532,437,614

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

584,172,846

合計

果
 
 

実

588,091,799

966,378,749

378,286,950299,392,804


